
高木仁三郎市民科学基金 2008年度決算概況 (年度末決算確定版)

2008/4/1～ 2009/3/31 （単位：円）

予算 実績 備考 予算 実績 支出構成

会費収入 5,800,000 4,580,000 助成金 11,000,000 8,700,000

寄付収入 12,600,000 10,935,188 委託研究費(柏崎刈羽) 1,000,000 60,000

同 (自然ｴﾈ･省ｴﾈ助成) 5,000,000 0 助成関係費(選考･成果発表費等) 2,600,000 2,197,394 12%

核燃研究サポート 0 0 その他事業費(広報・普及活動等) 1,500,000 1,708,652 10%

地震研究サポート 0 7,000 助成金(自然ｴﾈﾙｷﾞｰ・省ｴﾈﾙｷﾞｰ) 4,000,000 0

ＫＫ研究サポート 1,000,000 368,000 管理費 5,150,000 5,129,673 29%

支援合計 24,400,000 15,890,188 内人件費 4,250,000 4,101,751 23%

運用収入 250,000 215,937

補助金収入 500,000 0

雑収入 0 255,691

収入合計 25,150,000 16,361,816 支出合計 25,250,000 17,795,719

支払済助成金返戻 0 -100,000 -1,433,903 ①

基準日 2009/3/31 （単位：円）

期初 実績 備考 期初 実績 備考

現金 16,548 102,468 未払助成金 9,950,000 9,750,000

普通預金/東京三菱 4,140,735 2,804,002 未払金 38,215 51,373

普通預金/基金口 15,998,614 14,519,763 源泉税預り金 40,732 38,553

普通預金/りそな 1,006,640 24,780 10,028,947 9,839,926

郵便振替 757,466 1,240,427

郵便振替２ 26,680 26,680 期初 実績 備考

国債 20,000,000 20,000,000 前期末正味財産 31,917,736 31,917,736

仮払金 0 0 当期正味財産増減額 -1,433,903

未収入金 0 1,605,639 31,917,736 30,483,833

資産合計 41,946,683 40,323,759 41,946,683 40,323,759

ﾁｪｯｸ 0 0

基準日 2009/3/31 ■設立時からの累計 （単位：円）

支援者数(人) 昨年度 今年度 目標 収入 177,453,182

会員 600人 563人 620人 内 会費・寄付・市民研究サポート 145,239,478

寄付者 120人 130人 150人 内 高木仁三郎遺産 30,483,833

支援者数合計 720人 693人 770人 内 受取利息・雑収入など 1,729,871

支出 146,969,349 支出構成

内 助成金・委託研究費 84,332,320 57%

内 助成関係費･広報･普及活動費 28,046,478 19%

内 管理費 34,590,551 24%

基金残高 30,483,833
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● 2008年度は、第８回目の助成募集を行い、国内枠として15件700万円、アジア枠で5件170万円の助成を決定した。今年度から

過去に２回以上の助成実績のある応募者(継続応募)と、それ以外の応募者(一般応募)を区別して選考することとし、新らしい

助成先の発掘に努めた。（なお、自然エネルギー･省エネルギー関連の助成も予算に計上したが、今年度は実施しなかった。）

● 今年度の収入は、景気後退の影響を受け、大口の寄付が減少し、143万円の赤字となった。基金の残高としては、仁三郎さんの

遺産額に相当する3048万円をなんとか確保した。

● 支援をして下さった方の人数は 693名となった。過去数年では、2003年度から757→701→854→689→720→693名と推移

しており、大きく前進したとは言えないものの、厳しい経済環境の中で、コンスタントに支援を頂いている状況。この期待に

応えるべく、市民科学を目指す助成先の発掘・支援に、引き続き全力で取り組んでいきたい。


